
東京大学史料編纂所 井上 聡



はじめに①

東京大学史料編纂所とは

「日本に関する史料及
びその編纂の研究、並
びに研究成果による史
料集出版を行う」機関

Since 1869

・・奈良時代～明治維新
８C １９C
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はじめに②



はじめに③

基幹史料集の刊行
1901年～今日

累計 1100冊余

大日本史料
大日本古文書
大日本古記録
大日本近世史料
大日本維新史料
日本関係海外史料



はじめに④

史料調査・蒐集（複製作成）
・・・・1880年代～

➡ 史料画像データ蓄積 1800万件



Ⅰ 電子くずし字字典の開発①

所内ネットワークによる史料画像の閲覧
環境が進む

難読字形を所内でデータ共有したい

2000年度 開発着手

2006年度 所内外公開へ



１ 電子くずし字字典の開発②

A）入力校正システム

Hi-cat（所蔵史料）

Hi-cat-plus（調査史料）

目録系データベース

史料画像アーカイブ

メタデータ
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和暦・西暦データ

文字属性データ

元画像メタデータ

書誌データ
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タ
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タ
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Ⅰ 電子くずし字字典の開発③

これまでの登録データ

文字種約6０００、語彙種約２６００

文字画像ファイルのべ約2８万件

奈良時代（８C）～江戸期（1８C）におよぶ
1３３種の史料群から



Ⅱ 電子くずし字字典の機能①

簡易検索画面

情



Ⅱ 電子くずし字字典の開発②

検索結果表示画面（代表文字表示）



Ⅱ 電子くずし字字典の開発③

検索結果表示画面（全データ表示）



Ⅱ 電子くずし字字典の機能④

詳細検索結果表示画面

文字属性データ

書誌データ



Ⅱ 電子くずし字字典の開発⑤

さまざまな付加機能

◎類似字形テーブルの作成
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Ⅱ 電子くずし字字典の開発⑥

◎「木簡庫」連携検索の活用・・・2009年10月より
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Ⅱ 電子くずし字字典の開発⑦

◎連携によるメリット

奈良時代史料
（出土文字）

奈良～江戸時代史料
（古文書・古記録）

木簡庫 電子くずし字字典

コンテンツ

埋蔵文化財研究者
文献史学研究者

メインユーザー

字形画像解読 MOJIZOへの展開

オープンデータを用いた多機関連携検索へ



Ⅱ 電子くずし字字典の開発⑧

◎文字推定検索機能・・・2018年度～

史料のフルテキストデータをもとに、ある文字の前後
に登場する確率の高いものを表示

情



事情

之情

有情

御情

・
・
・
・
・



Ⅲ 花押DBへの展開①

◎花押とは

文書を作成した人物が認めたサイン

オリジナルな形状

源頼朝

人物を特定する上で必須

文書の真偽判断にも

筆跡と同様に歴史
的人物を認識する
上で重要



Ⅲ 花押DBへの展開②

◎花押収集事業

史料集編纂事業において
人物を特定する必要から、
戦前から花押を収集

「花押彙纂」



Ⅲ 花押DBへの展開➂

◎花押集の刊行事業

平安時代以降に確認される
人物の花押を収集し、没年
に従って並べた史料集。
・・南北朝時代までカバー

『花押かがみ』
・・1964年～，既刊８冊

「花押カード」の作成・蓄積



Ⅲ 花押DBへの展開④

◎花押DB構築の前提

花押彙纂DB

花押カードDB

花押彙纂をDB化したもの・・４万5千件

『花押かがみ』編纂のため作成した花押
カードをDB化したもの・・10万件余

・・写し（筆写）であることの限界

原本画像から花押を収集する試みへ



Ⅲ 花押DBへの展開⑤

◎電子くずし字字典のプラットフォームを援用

①目録系DBから画像を呼び出す

②花押の範囲を指定し、花押DB
へと登録をする。



Ⅲ 花押DBへの展開⑥

和暦・西暦データ

◎登録画面

人物データ

人物情報レポジトリの参照入力機能

書誌データ

40万件の人物情
報から入力支援



Ⅲ 花押DBへの展開⑦

◎新検索システムの構築

花押彙纂DB

花押カードDB

+
新花押データ

統合検索へ

現在、所内試験運用と
データの増強作業中



Ⅳ 今後の課題①

１）機械による画像学習と類似検索の高度化

＊MOJIZOの文書字形認識率の更なる向上

桜美林大学 耒代誠仁氏による取り組み

＊花押画像の解析と類似検索の開発

埼玉工業大学 大山航氏による取り組み

オープンデータ化による幅広い参画を促す



Ⅳ 今後の課題②

多様なメタデータを活用した発展的な検索機能

時代や地域による字形や花押の特徴・変遷

筆者の身分・性別など属性による字形・花押
の特徴・変遷

系譜や社会関係などによる字形・花押の特徴・変遷

・・・・その他にも様々な可能性があるはず





さいごに 究極的に読まねばならないもの
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単独の字形では読めない

文書の形式に応じた文言を予想

差出人と受取人の身分関係から文言を予測

記号化された語彙

さまざまな分野の知識を総動員することの重要性


